



























































































































































































































































1942 豊年歌 方漢駿 高麗映画協会 朝鮮語 ― 無
1943
朝鮮海峡 朴基采 朝鮮映画製作株式会社 日本語 ― 有









巨鯨伝 方漢駿 朝鮮映画製作株式会社 日本語 ― 無








神風の子供達 崔寅奎 朝鮮映画製作株式会社 日本語 監督 無
血と汗 申
シンギョンギュン




































































































































































































































































































































































































































―私が監督した主演女優の印象」『朝光』1937年10月号、182 ～ 185頁） 徐光霽もまた
映画『沈淸』に関する批評文において作品そのものに対しては酷評しているものの、主
演女優の金素英については「セリフの処理が上手である」と評している。（徐光霽「映画
『沈淸』の試写評（上・下）」『東亜日報』1937年11月19日～ 20日）
（97）
－41－
戦時下朝鮮映画における金信哉の女優表象（１）
―
女優表象の形成を中心に
―
は理解されていいように思う。（中略）崔氏がロケーションから下宿に
帰ってきたところ、素英の姿はなく、手紙一枚が置いてあるだけだった。
この時、素英はもう舞踊家・趙
チョテクウォン
澤元と手を取り合って、あっちこっち遊
びまくって楽しい時間を過ごしていたが、崔氏はそれを夢にも知らな
かった。45
上の引用文は「趙澤元・金素英の愛欲脱出記」とい
う題名で掲載されているが、その大半を費やしている
のは、崔寅奎と金素英との不倫とその顛末である。金
素英に虚栄、堕落、非道徳といったすべての不正的な
観念を押し付け、彼女に加害者という烙印を押すこの
記事は、三角関係の主軸である崔寅奎を被害者かつ同
情されるべき対象として描写している。このスキャン
ダルによって金素英は将来を嘱望された新人女優から
堕落した女に墜落したのに対し、崔寅奎はいわば妖婦
に惑わされ、不幸に遭った男として形象化されるよう
になり、それによって、妻を捨てたことに対する免罪
符までを得ているのである。これに金素英は次のように反駁する。
記　者　崔寅奎氏とはいつから知り合いになりましたか。
金素英　『国境』の撮影が始まる前からです。すべて私のせいで、世間
の笑いものになったんですが、人と付き合っている間、身も心
も辛いばかりというのは良い関係でない証拠です。あの人と付
き合っていた時は本当に大変でした。彼の干渉にはうんざりし
ています。私が彼と付き合っていた時期には私を他の作品には
絶対に出演させないのですよ。誰かが私に出演を頼むと、彼が
すぐその人たちと私が接触できないように邪魔したので、すべ
て出演できなくなりました。（中略）
記　者　あの方には奥さんがいたんじゃないですか。
金素英　いましたよ。金信哉というとても良い方です。本当に賢淑な女
【図4】
映画『国境』のポスター
45　許文「趙澤元・金素英の愛欲脱出記」『朝光』1939年10月号、152 ～ 165頁
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性です。私はあの良い方が私のせいで心を痛めているだろうと
思うと、良心の呵責を感じて辛くて耐えられませんでした。し
かも、その赤ん坊のような方が天真爛漫に笑ったりすると、す
ぐにでも私に罰が当たるような気がしていました。それで私は
彼に金信哉さんと楽しく暮らすことを勧めましたよ。なのに『朝
光』の記事はまるで私をこの上もない妖婦のように…。私は悪
くなかったと言っているわけではありません。でも、すべての
過ちが私にあるように責めるのは本当に酷いことじゃありませ
んか。（中略） 崔寅奎氏は私と知り合う前にもあるカフェガー
ルと同棲していて、金信哉さんには生活費を渡すだけでした。
信哉さんがちょっと物を言うと、すぐ飛びかかって難詰しよう
とするのでした。46
雑誌『三千里』の1940年4月号に
掲載された上の引用文で金素英は、
崔寅奎との不倫を認めながらも、自
分だけを妖婦のように描写した『朝
光』の報道に対し、その偏向は不当
であったと吐露している。また、仕
事にまで干渉する崔寅奎のしつこさ
と、カフェガールから自分に至るま
で不倫を続けてきた非道徳性を辛辣
に非難し、彼の妻である金信哉に対しては「良い方」「賢淑な女性」と褒め
ている。新聞・雑誌などのメディアにおけるこのスキャンダルの波及力を考
えると、金信哉が夫の不倫相手にまで「賢淑な女性」と評されていることは、
この時期一般大衆にも広く知られていただろう。これは、文芸峰自らが献身
的な妻や母としての自分が置かれている状況を美談化したこととは相違する
ものである。
1939年の秋から1940年の春にかけてこのスキャンダルは世間の注目を浴び
続けていたが、それに対して金信哉は沈黙を続けた。1940年6月、朝鮮日報
【図6】崔寅奎【図5】金素英
46　「雪
マ マ
恨の多い金素英―東京から帰ってきて」『三千里』1940年4月号
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戦時下朝鮮映画における金信哉の女優表象（１）
―
女優表象の形成を中心に
―
が主催した崔寅奎と金信哉の同伴インタビュー 47には、彼女が夫のスキャン
ダルにどう対処したかが如実に示されている。映画人夫婦として同伴取材で
あったにもかかわらず、インタビューは終始崔寅奎のスキャンダルを話題に
持ち込もうとするものであった。「いつも恋愛をしているからか寅奎氏はど
んどん格好よくなりますね」「こんなに美しい奥様がいらっしゃってまたあ
ちこちに可愛らしい娘たちがいる」から崔寅奎は「幸運児」だという記者の
発言に金信哉は沈黙を守るばかりであった。48
そんな金信哉に1940年12月、雑誌『三千里』から原稿依頼が入る。「幸せ
な我が家庭」という連載欄の原稿であった。沈黙すら許されぬこの図々しい
依頼に金信哉はどう対応しただろうか。やや長いが、その全文を引用するこ
ととする。
お父様（夫の父のこと―引用者、以下同）は二十余年前にお亡く
なりになり、一人の身で息子たちを育ててきたお母様（夫の母のこと）、
心優しくて繊細なお義兄様夫婦、そして女子高校に通っている姪と私た
ち夫婦二人、そして最近大人の言葉を真似し始めた愛嬌たっぷりの私の
娘！この七人が我が家族です。両親の残してくれた遺産もないし、何か
一山当てたということもないので、富豪とは言えませんが、生活に困る
ことはありません。夜が明けると、お母様はお起きになってすぐに孫娘
と一緒に遊んで下さるし、皆で朝ごはんを食べてからは、お義兄様や主
人、そして姪は会社や学校にかばんを持って出かけます。その後、皿洗
いと掃除を済ませると、午前八時半です。伯父さんとお父さんについて
いきたいとねだる赤ん坊が泣き止むと、洗濯しに井戸のほうに向かい、
アイロン、針仕事！そうこうするうちに夕飯の支度をする時間になりま
す。夜六時頃、会社や学校から皆がお帰りになり、夕飯を食べ終わった
47　「監督として俳優として！ 映画界の夫婦肉弾戦―崔寅奎・金信哉班
ママ
」『朝鮮日報』
1940年6月5日
48　原文の一部を引用すると次のようである。「いつも恋愛をしているからか寅奎氏はどん
どん格好よくなりますね」と挨拶をすると、崔氏はまごついて「恋愛ですか？」ともう
一度記者に反問した。ちらっと妻の顔色を見てから彼は「そんなの全部昔のことですよ」
と重くしかし静かにため息をつく。「奥さんの前でこんな話するのもあれだけど、話が出
たから言っちゃうと、寅奎さんのような幸運児は他にはいないよ」「それはどういう話で
すか」と崔氏は焦った顔をする。「だって、こんなに美しい奥様がいらっしゃってまたあ
ちこちに可愛らしい娘たちがいるんだからな…」「しーっ！どうしたんですか。喧嘩でも
起こしたいんですか」という。」
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ら居間に集まって赤ん坊の可愛らしいしぐさを眺め、お母様が昔話やお
父様の偉かった話などを自慢気になさるのを聞きながらその日の疲れを
取るのが我が家庭の日課です。最近は『家なき天使』の撮影のこともあっ
て、毎日のように徹夜が続き、私たち二人とも夜遅くに疲れきって帰っ
てくることが多いのですが、私たちを迎えてくれる赤ん坊の笑い声だけ
ですべての疲れが一気に取れる気がします。
結婚初夜に私たち夫婦は一生夫婦喧嘩をしないようにしようと約束を
しました。それからの約五年間、皆さんに騒がれたこともありましたが、
それは噂好きの人達が大げさに言っただけで、うちではちっとも知らな
かったことです。それほど、夫の態度やら何やらすべての点において不
満などありません。ですので、喧嘩も全くありません。偶々出会った夜
の女との汚れた関係は、時間が自然と解決してくれるものです。家庭で
は、妻を愛する頼もしい夫であり、娘を可愛がる父ですから、それ以上
立派なことはないと思います。この間、ある女との艶聞に関わって、他
人のことを勝手に言うことを楽しむ人たちが騒いでいた時に、社会の重
鎮とされているある方から私のことを同情でもしているかのように親切
そうに「そんな人とは離婚してしまったほうがいい。そして他の幸せを
探して下さい」と勧められました。私は相手のメンツを考えて何も言い
ませんでしたが、その時こそ私は夫が最も偉くて頼もしい人であり、私
のことを愛してくれている人だと改めて考えました。
我が家にはいつも春風が吹いています。我が家は世の中のどの家庭よ
りも和
マ マ
楽であり、私の夫は世の中の誰よりも偉くて立派な方だと自信を
持って言えます。隙間など少しもない家庭であるゆえに、こんな家庭に
入り込もうとする魔があるとしても、神様に常に守ってもらっていると
信じています。目を閉じて楽しい我が家と私の幸福を思い浮かべると、
おのずと私は微笑むのです。49
金信哉が「神様に守ってもらっているように」という副題を付けた上の文
章は、姑と義兄の家族と一緒に暮す主婦の忙しい日課の描写から始まる。女
優活動をしながらも、家事と育児が生活の軸であり、彼女の幸せの根本であ
49　金信哉「幸せな我が家――神様に守ってもらっているように」『三千里』1940年12月号
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戦時下朝鮮映画における金信哉の女優表象（１）
―
女優表象の形成を中心に
―
る。金信哉がそうした日常の描写に文章の半分を割いていることからは、家
庭の中での自分の位置、ひいては女性としての自分の位置を確認し強調して
おこうとする意図が窺える。
「女性としての確固たる根本＝三世代の家族が共に暮らす家庭の嫁・妻・母」
としての自己確認あるいは自己肯定は、金信哉にとって強固なバックアップ
となっているために、夫の不倫などは気にする必要すらない。それはすべて
「噂好きの人達が大げさに言っただけ」のこと、「他人のことを勝手に言うこ
とを楽しむ人たちが騒いでいた」「時間が自然と解決してくれる」ことにす
ぎず、彼女には夫に対する「不満」がない。なぜなら、金信哉の夫は彼女に
とって「世の中の誰よりも偉くて立派な方」だからである。我が家は「神様
が常に守ってもらっている」「世の中のどの家庭よりも和楽」なところであっ
て、そこに「魔」が「入り込」む「隙間」などはない。
金信哉のこの文章は、とても丁寧で女性らしい朝鮮語文体で書かれ、女学
校中退という当時としては高い教育水準をあらわしているようにみえる。中
でも特に注目すべきところは、自分の家庭をめぐる世間の視線を彼女が充分
に認識している点、そしてそれにもかかわらず自分の堂々たる位置やその正
当性を世の中に闡明することによって、自分と「偶々出会った夜の女」との
間に明らかな差異をつけている点である。金信哉は「お母様が昔話やお父様
の偉かった話などを自慢気になさるの」を毎日のように聞くことが許された、
家父長制社会の正当な嫁かつ妻であり、それは夫との「艶聞に関わっ」た女
性達とは比べられない彼女の優越した位置を意味している。彼女はこの文章
を通して「家庭の守護者」「家庭内に存在する女性」としての自分の優越性
をしたたかに宣言している。50こうして彼女は、図々しい依頼をありがたい
抗弁の機会に転換しているのである。
もちろん、「我が家」は「隙間など少しもない家庭」であり、「私の夫」は
「最も偉くて頼もしい人」であるという金信哉の確信は、確かな根拠のない
50　金信哉がこのように「家庭という体制内に存在する女性」の位置を、その外に存在する
女性の位置より優越したものとして認識する態度は、1941年7月号の雑誌『三千里』に掲
載された「名優と母親特集―私は母親に似ている」にもよくあらわれている。金信哉
は早くに夫を失った自分の母親が、他の女性とは違って一生を「家庭の守護者」として
過ごしたことを述べた上で、「このように立派な母親の姿に私が似ているというのは、ほ
んとうに嬉しいことである。私は母親の姿を美しく、神々しく、大切に守って行かなけ
ればならない」と言っている。（金信哉「名優と母親特集―私は母親に似ている」『三
千里』1941年7月号）
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不安な現実認識にもとづいている。だが、そうした金信哉の態度は、家庭の
守護者ひいては国家の守護者としての女性を求めた戦時イデオロギーから見
て、最高の美徳といえるものである。総力戦体制が強化されるにつれ、「内」
と「外」をめぐる統合と排除の言説は強調され、その統合と排除の論理は、
天皇―青年―銃後婦人―少国民のような位階を構築した。青年は「戦線の内」
にいる成人男性を、銃後婦人は「家庭の内」にいる女性を意味し、それは大
東亜の内に存在する「国民」に統合されるが、それらの外に位置する存在は
「非国民」として排除された。したがって、女性に限って言えば、「国民」と「非
国民」を分ける基準は、彼女らが家庭内にいるか外にいるかにある。金信哉
は、その家庭内に存在する女性であると同時に、その家庭を守る女性でもあ
る。そのゆえ、彼女は「賢淑な主婦」と世の賞賛を浴びることができたので
ある。そういう意味では、「金信哉の女優表象＝賢淑な主婦」は時局によく
見合ったものともいえる。
５．おわりに
以上の考察によって、1937年のデビューから1940年頃までにおける金信哉
の女優表象が、明朗さ、健全さ、誠実さといったキーワードを中心に構築さ
れた「模範的女優」であったこと、そしてそれは同時に朝鮮映画界の第一
世代の女優たちの表象との区別を通して形成されたことが明らかになった。
その点では文芸峰と同様だが、弁別される点―「憂鬱な色のない明朗さ」
―も持っていたこと、また「賢淑な主婦」であったことも明らかになった
と思う。
本稿を閉じるにあたってもう一つ明記しておきたいことは、これら形成段
階における金信哉の女優表象が、戦時下の時局イデオロギーによく当てはま
る要素を持っていた点、そしてその要素が後続論文で取り扱うこととなる国
策色の強い映画フィルムに活用されるのに適切な特質を内在していたという
点である。金信哉が自分の表象を時局の要請する通りに、国策イデオロギー
の理想に合わせようと意図していたという意味ではない。むしろ、金信哉の
ような女優表象を持っていなかった人物達は映画界から排除されるような時
代がすでに到来していたといったほうが適切であろう。51
次の後続論文においては、こうした金信哉の女優表象が、戦時総動員
体制に入りつつあった朝鮮映画界においていかに帝国によって専有化
（91）
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戦時下朝鮮映画における金信哉の女優表象（１）
―
女優表象の形成を中心に
―
（appropriation）されていったかについて考察することにしたい。
■付記　本研究はJSPS科研費17K13373の助成を受けたものです。
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